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機能の概要と変更履歴

要約データ

P-GW該当製品または機能エリア

• ASR 5500

• VPC-DI

• VPC-SI

該当プラットフォーム

•無効：設定が必要機能のデフォルト

N/Aこのリリースでの関連する変更点

• Command Line Interface Reference

• P-GW Administration Guide

関連資料
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マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

21.20.2P-GWは、ユーザーデータトラフィック用の 802.1pおよびMPLS
Experimental（EXP）ビットマーキングの設定をサポートします。この機
能は、このリリースで完全に機能するようになりました。

21.20このリリースでは、P-GWは、ユーザーデータトラフィック用の 802.1p
およびMPLSExperimental（EXP）ビットマーキングの設定をサポートし
ます。

重要

この機能は、このリリースでは完全には機能しておらず、テスト目的で

のみ使用できます。詳細については、シスコのアカウント担当者にお問

い合わせください。

機能説明
802.1p/MPLS EXPマーキングは、L2レベルでトラフィックに優先順位を付けることにより、
QoS処理を実行するのに役立ちます。

現在、GGSN、eHRPD、P-GW、S-GWなどのさまざまなアクセスタイプのデータトラフィック
で、QCI-QoSテーブルが参照され、特定の行に関連付けられた internal-qos値に基づいて、適
切な 802.1pまたはMPLS-EXP（L2 QoS）マーキングが設定されます。ただし、QCI-QoSテー
ブルからの internal-qosの使用は設定できず、デフォルト値が使用されます。さらに、L2 QoS
（802.1p/MPLS EXP）マーキングは、P-GWでの GGSNコール、SAEGWコール、および
GTPv1/eHRPDコールではサポートされません。

この機能を使用すると、次のことが可能になります。

• GGSNコール、GTPv1 P-GWコール、および SAEGWコールのQCIマッピングテーブルで
の内部優先順位を設定できます。

• 802.1pまたはMPLS-EXPのいずれかでサブスクライバトラフィックをマークして、L2マー
キングを有効または無効にできます。サブスクライバトラフィックをマークするサービス

固有の設定をサポートするために、新しい CLIコマンドが導入されました。この L2マー
キングは、QCIとDSCPのマーキングの組み合わせに基づいて、またはDSCPマーキング
のみに基づいて決定できます。

制限事項

•この機能は、制御パケットの動作を制御しません。制御パケット（GTP-C）は、DSCP派
生 L2マーキングに基づいて、継続して L2マーキングされます。

•この機能は、スタンドアロンのGGSNではサポートされていません。GnGp-GGSNノード
でサポートされます。
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機能の仕組み
GGSNコール、GTPv1 P-GWコール、および SAEGWコールのQCIマッピングテーブル内部で
の優先順位を設定できます。また、802.1pまたはMPLS-EXPのいずれかでサブスクライバト
ラフィックをマークして、L2マーキングを有効または無効にすることもできます。これを行
うには、CLIコマンドを使用して、サブスクライバトラフィックをマーク付けするサービス固
有の設定を行います。この L2マーキングは、QCIと DSCPのマーキングの組み合わせに基づ
いて、または DSCPマーキングのみに基づいて決定できます。

さまざまなサービスに対する動作の変更

ここでは、さまざまなサービスに対するこの機能の動作について説明します。CLIコマンドオ
プションとその動作の詳細については、「コマンドの変更」を参照してください。

GGSN/P-GW GTPv1コール：

以前の動作：以前は、トラフィックがデータパス用にマークされていませんでした。これは

GGSNに対するデフォルトの動作でした。

新しい動作：次に基づいてトラフィックをマークするために、新しいCLIコマンドが導入され
ました。

• QCI派生

• DSCP派生

•なし（None）

CLIコマンドの noまたは defaultオプションが使用された場合、トラフィックはマークされま
せん。機能が有効になっていない場合、トラフィックはマークされません。

P-GW GTPv2、S-GW、SAEGWコール：

以前の動作：QCI-QoSマッピング機能では L2マーキングに内部QoSが使用され、データトラ
フィックにQCI派生マーキングが使用されていました。これは、P-GW、S-GW、およびSAEGW
コールのデフォルトの動作でした。

新しい動作：この機能を使用すると、次に基づいてトラフィックがマークされます。

• QCI派生

• DSCP派生

•なし（None）

CLIコマンドのnoまたはdefaultオプションが使用された場合、トラフィックはマークされず、
デフォルトの動作が実行されます。機能が有効になっていない場合、トラフィックはマークさ

れません。
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サブスクライバトラフィックの変更マーキングの設定
デフォルトでは、トラフィックデータパスはGGSNでサポートされています。内部での優先順
位は、GGSN、GTPv1 P-GW、および SAEGWコールの QCIマッピングテーブルで設定できま
す。サブスクライバトラフィックを 802.1pまたはMPLS-EXPでマーク付けして、L2マーキン
グを有効または無効にすることもできます。これを行うには、CLIコマンドを使用して、サブ
スクライバトラフィックをマーク付けするサービス固有の設定を行います。この L2マーキン
グは、QCIとDSCPのマーキングの組み合わせに基づいて、またはDSCPマーキングのみに基
づいて決定できます。

内部優先順位の設定

GGSN、GTPv1 P-GW、および SAEGWコールの QCIマッピングテーブルで内部優先順位を設
定するには、次のサービス固有の設定を使用します。GGSNサービスコンフィギュレーション
のこのコマンドは、データパケット専用の QCI - QoSマッピングの動作をオーバーライドしま
す。

configure
context context_name

ggsn-service service_name

internal-qos data { dscp-derived | none | qci-derived }
{ no | default } internal-qos data { dscp-derived | none |

qci-derived }
end

注：

• no:：指定された機能を無効にします。

• default:：機能を無効にします。

• dscp-derived:：データパケットは、QCI - QoSマッピングテーブルで設定された DSCPに
基づいてレイヤ 2でマーキングされます。DSCPが QCI - QoSマッピングテーブルで設定
されていない場合、データパケットはマーキングされません。

• none:：データパケットは、レイヤ2（MPLSEXP/802.1P）マーキングでマーキングされま
せん。

• qci-derived:：データパケットは、QCI - QoSマッピングテーブルで設定された
internal-qos-priorityに基づいてレイヤ 2でマーキングされます。internal-qos-priorityが QCI
- QoSマッピングテーブルで設定されていない場合、データパケットはマーキングされま
せん。

設定の確認

この機能の設定は、EXECモードで次のコマンドを使用して確認できます。
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• show configuration

• show service-type { all | name service_name }

コマンド出力については、「サブスクライバトラフィックの変更マーキングのモニタリングと

障害対応」の項を参照してください。

ユーザーデータトラフィックの 802.1pおよびMPLS EXP
マーキングの設定

このセクションでは、ユーザーデータトラフィック用に802.1pおよびMPLS実験（EXP）ビッ
トを設定する方法について説明します。この機能の設定は、次のタスクで構成されています。

1. ip-dscp-iphb-mappingを設定します。

2. L2マッピングの設定

3. qci-qos-mappingを設定します。

4. 出力コンテキストで l2-mappingを関連付けます。

5. 入力コンテキストで l2-mappingを関連付けます。

6. P-GWサービスと S-GWサービスでの内部 QoSデータの関連付け

ip-dscp-iphb-mappingの設定
QOSプロファイルコンフィギュレーションモードにアクセスし、ip-dscp-ipphb-mappingを設
定するには、次の例を使用します。

configure
qos ip-dscp-iphb-mapping dscp Value internal-priority cos value

end

注：

• qos ip-dscp-iphb-mapping dscp：QOSプロファイルを作成します。

• dscp：0x0～ 0x3Fの 16進数値で DSCPマッピングを指定します。

• internal-priority cos：サービスクラス（cos）の値を 0x0～ 0x7の範囲で定義します。

L2マッピングの設定
QOS L2マッピングコンフィギュレーションモードにアクセスして L2マッピングを設定する
には、次の例を使用します。

configure
qos l2-mapping-table name { name map_table_name | system-default }
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internal-priority cos class_of_service_value color color_value [
802.1p-value 802.1p_value ] [ mpls-tc mpls_tc_value ]

end

注：

• qos l2-mapping-table name：QoSを内部 QoSから l2値にマッピングします。

• internal-priority cos：内部 QoSの優先順位をサービスクラス（CoS）値にマッピングしま
す。

• class_of_service_value：0x0～ 0x7の 16進数を指定します。

• 802.1p-value：802.1p値にマッピングします。802.1p_valueは、0x0～ 0xFの 16進数
である必要があります。

• mpls-tc mpls_tc_value：MPLSトラフィッククラスにマッピングします。mpls_tc_value
は、0x0～ 0x7の 16進数である必要があります。

QCI-QoSの設定
QCI-QoSマッピングを設定するには、次のコマンドを使用します。

Configure
qci-qos-mapping name

qci num [ arp-priority-level arp_value ] [ downlink [ encaps-header
{ copy-inner | dscp-marking dscp-marking-value } ] [ internal-qos
priority priority ] [ user-datagram dscp-marking dscp-marking-value
] ] [ uplink [ downlink] [ encaps-header { copy-inner | dscp-marking
dscp-marking-value } ] [ internal-qos priority priority ] [

user-datagram dscp-marking dscp-marking-value ] ]
end

注：

• qci-qos-mapping：内部QoSの優先順位をサービスクラス（CoS）値にマッピングします。

• quci num：有効にする通信事業者定義の QCI値を指定します。

• arp-priority-level：Address Retention Priority（ARP）の優先順位レベルを指定します。

• downlink：ダウンリンクトラフィックのパラメータを設定します。

• encaps-header { copy-inner | dscp-marking dscp-marking-value}：IP-in-IP、GRE、またはGTP
カプセル化のヘッダーで DSCPマーキングを設定する必要があることを記述します。

• copy-inner：DSCPマーキングがカプセル化内の UDPヘッダーから取得されるように
記述します。

• dscp-marking dscp-marking-value：このキーワードでDSCPマーキングが定義されるよ
うに記述します。

dscp-marking-valueは、0x00から 0x3Fまでの 16進数で表されます。
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• uplink：アップリンクトラフィックのパラメータを設定します。

• internal-qos priority priority：内部 QoSを設定します。これらは L2値で解決されます。

• user-datagram dscp-marking dscp-marking-value：このキーワードで IP DSCPマーキングを
定義することを記述します。dscp-marking-valueは、0x00から 0x3Fまでの 16進数で表さ
れます。

L2マッピングテーブルの関連付け
出力コンテキストと入力コンテキストで L2マッピングテーブルを関連付けるには、次のコマ
ンドを使用します。

configure
contextegress context_name | ingress context_name

associate l2-mapping-table { name table_name

exit
context ingress context_name

associate l2-mapping-table { name table_name

end

• associate l2-mapping-table：QoSを内部 QoSから l2値にマッピングします。

• { name table_name：QoSを内部 QoSから l2値にマッピングするテーブルの名前を指定し
ます。table_nameは、1～ 80文字の英数字にする必要があります。

P-GWサービスと S-GWサービスでの内部 QoSデータの関連付け
P-GWおよび S-GWサービスで内部 QoSデータを関連付けるには、次のコマンドを使用しま
す。

configure
context context_name

pgw-service service_name

internal-qos data { qci-derived | dscp-derived | none }
{ no | default } internal-qos data { dscp-derived | none |

qci-derived }
exit

sgw-service service_name

internal-qos data { qci-derived | dscp-derived | none }
{ no | default } internal-qos data { dscp-derived | none |

qci-derived }
end

注：

• no:：指定された機能を無効にします。

• default：機能を無効にします。
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• dscp-derived:：データパケットは、QCI - QoSマッピングテーブルで設定された DSCPに
基づいてレイヤ 2でマーキングされます。DSCPが QCI - QoSマッピングテーブルで設定
されていない場合、データパケットはマーキングされません。

• none:：データパケットは、レイヤ2（MPLSEXP/802.1P）マーキングでマーキングされま
せん。

• qci-derived:：データパケットは、QCI - QoSマッピングテーブルで設定された
internal-qos-priorityに基づいてレイヤ 2でマーキングされます。internal-qos-priorityが QCI
- QoSマッピングテーブルで設定されていない場合、データパケットはマーキングされま
せん。

サブスクライバトラフィックの変更済みマーキングのモ

ニタリングと障害対応
続くセクションでは、サブスクライバトラフィックの変更済みマーキングをモニターするため

に使用できるコマンドについて説明します。

内部優先順位表示コマンド

以下では、内部優先順位のモニターに使用できるコマンドについて説明します。

show configuration

このコマンドを実行すると、次の出力が表示されます。

• internal-qos dataが noneに設定されている場合：

internal-qos data none

• internal-qos dataが qci-derivedに設定されている場合：

internal-qos data qci-derived

• internal-qos dataが dscp-derivedに設定されている場合：

internal-qos data dscp-ds-derived

• internal-qos dataが not configuredに設定されている場合：

no internal-qos data

show service-type { all | name service_name }

このコマンドを実行すると、次の出力が表示されます。

• internal-qos dataが noneに設定されている場合：

Internal QOS Application: Enabled
Internal QoS Policy: None
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• internal-qos dataが qci-derivedに設定されている場合：

Internal QOS Application: Enabled
Internal QOS Policy: QCI Derived

• internal-qos dataが dscp-derivedに設定されている場合：

Internal QOS Application: Enabled
Internal QOS Policy: DSCP Derived

• internal-qos dataが not configuredに設定されている場合：

Internal QOS Application: Backward-compatible
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


